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三本松

万福寺

チ
コ
ク
と
ニ
コ
ク
。
あ

ら
た
め
て
書
い
て
み
る

と
暗
号
の
よ
う
だ
が
、「
第
一

京
浜
国
道
」
と
「
第
二
京
浜

国
道
」
を
沿
線
で
は
親
し
み

を
込
め
て
そ
う
呼
ん
で
き

た
。
東
京
と
横
浜
を
結
ぶ
国

道
の
う
ち
、
旧
東
海
道
に
沿
っ

て
海
側
を
走
る
の
が
〈
イ
チ
コ

ク
〉
で
あ
る
。
現
在
の
国
道　

　　
号
だ
が
、
一
八
八
五
（
明

治　　
）
年
に
内
務
省
が
告
示

し
た
「
國
道
表
」
で
は
國
道

１
號
（
東
京
ヨ
リ
横
濱
ニ
達
ス

ル
路
線
）
を
名
乗
り
、
京
浜

間
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
だ
っ
た
。

し
か
し
、
交
通
量
が
年
々
増

え
、
事
故
や
渋
滞
も
頻
繁
に

起
き
た
。
そ
の
た
め
バ
イ
パ
ス

と
し
て
建
設
さ
れ
た
の
が
〈
ニ

コ
ク
〉
で
あ
る
。

　
一
九
三
四
（
昭
和
９
）
年
に

國
道　　　
號
と
し
て
計
画
決
定

さ
れ
た
「
第
二
京
浜
国
道
」

は
、
２
年
後
に
着
工
さ
れ
た
。

軍
用
機
の
緊
急
離
着
陸
も
可

能
と
い
う
幅
広
で
直
線
的
な

構
造
を
持
つ
ほ
か
、
沿
道
の

電
柱
を
な
く
し
、
高
速
車
線

（
自
動
車
）

と
低
速
車
線

（
大
八
車
な

ど
）
の
間
に

は
イ
チ
ョ
ウ

を
植
え
て
並

木
に
し
た
。

世
界
的
に
も

当
時
最
高
水

準
の
道

路

だ
っ
た
と
い

う
。
そ
し
て

さ
ら
に
画
期

的
な
こ

と

に
、
鉄
道
や

主
要
道
路
と

は
原
則
と
し

て
立
体
交
差

日
本
初
の
ロ
ー
タ
リ
ー
式

日
本
初
の
ロ
ー
タ
リ
ー
式

立
体
交
差

立
体
交
差

イ

す
る
よ
う
に
し
た
。
現
代
で

は
高
速
道
路
等
で
当
た
り
前

と
な
っ
て
い
る
ロ
ー
タ
リ
ー
式

の
立
体
交
差
が
、
こ
の
と
き

我
が
国
で
初
め
て
馬
込
に
設

け
ら
れ
た
。
一
九
四
〇（
Ｓ　　

　
）年
に
完
成
し
た「
松
原
橋
」

交
差
点
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
下
を
く
ぐ
る
環
七
通
り
は
、

旧
東
京
市
が
一
九
二
七
（
Ｓ

２
）
年
に
ま
と
め
た
「
大
東

京
道
路
網
計
画
」
な
ど
に
建

設
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

地
図
を
見
る
と
、
一
九
四
〇

年
時
点
で
す
で
に
学
校
裏

（
現
・
平
和
島
）
駅
か
ら
中

原
街
道
と
交

わ
る
千
束
ま

で
今
日
と
同

じ

道

幅

に

な
っ
て
い
る
。

台
地
を
進
ん

で
き
た
〈
ニ

コ
ク
〉、
低
地

を
た
ど
っ
て

き
た
環
七
。

そ
の
数
メ
ー

ト
ル
の
高
低

差
に
二
箇
所

の
接
続
路
が
円
形
に
設
け
ら

れ
た
松
原
橋
の
姿
は
今
な
お

変
わ
る
こ
と
が
な
い
。

う
し
て
誕
生
し
た
松

原
橋
と
、
そ
れ
を
取

り
巻
く
交
通
網
は
、
戦
後
復

興
や
高
度
経
済
成
長
を
経
て

さ
ら
に
発
展
す
る
。
一
九
六

四
（
Ｓ　　　
）
年
に
開
催
さ
れ

る
東
京
五
輪
を
前
に
、
当
時

日
本
の
玄
関
口
だ
っ
た
羽
田

空
港
と
駒
沢
競
技
場
、
戸
田

漕
艇
場
を
つ
な
ぐ
道
路
と
し

て
大
田
区
か
ら
北
区
ま
で
の

区
間
で
環
七
通
り
が
大
改
修

さ
れ
、
現
在
の
姿
に
近
づ
い

た
。
松
原
橋
の
東
側
で
貨
物

線
（
現
在
は
横
須
賀
線
電
車

な
ど
が
走
る
、
通
称
「
品
鶴

線
」）
と
交
差
す
る
北
久
保

ガ
ー
ド
は
車
２
台
が
や
っ
と
す

れ
違
え
る
程
度
の
幅
し
か
な

く
、
架
け
替
え
工
事
も
施
さ

れ
た
。
ま
た
、
同
じ
こ
ろ
に

は
東
海
道
新
幹
線
も
開
通
す

る
。
品
鶴
線
の
上
に
さ
ら
に

高
架
線
路
が
で
き
、
第
二
京

浜
国
道
と
の
交
差
地
点
に
は

大
き
な
鉄
橋
が
造
ら
れ
、
周

辺
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
一
九
六
八
（
Ｓ　　　
）
年
に

は
、
第
二
京
浜
国
道
の
直
下

に
都
営
地
下
鉄
浅
草
線
が
伸

び
て
き
た
。
松
原
橋
の
直
下

に
は
馬
込
駅
が
完
成
し
、
大

森
駅
に
出
る
こ
と
な
く
馬
込

か
ら
電
車
で
都
心
へ
直
行
で

き
る
時
代
が
訪
れ
た
。
一
九

六
九
（
Ｓ　　　
）
年
に
東
名
高

速
道
路
が
開
通
す
る
と
第
二

京
浜
国
道
を
走
る
遠
距
離
の

自
動
車
交
通
は
高
速
道
路
へ

と
移
っ
て
い
く
が
、
京
浜
間
の

大
動
脈
と
し
て
の
役
割
は
変

わ
ら
な
か
っ
た
。
臨
海
部
の
埋

め
立
て
に
よ
っ
て
環
七
通
り
沿

線
へ
の
物
流
施
設
の
整
備
が

進
み
、
国
鉄
（
現
・　　
）
の

東
京
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
、

平
和
島
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
大
田
市
場
な
ど
を
目
指

す
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
通
過
も
増

え
て
い
っ
た
。
松
原
橋
の
上
に

立
っ
て
東
を
見
る
と
、
通
過

す
る
新
幹
線
を
バ
ッ
ク
に
羽

田
か
ら
飛
び
立
つ
飛
行
機
の

姿
も
望
む
こ
と
が
で
き
、
ま

さ
に
こ
の
界
隈
が
京
浜
地
区

の
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
を

思
い
知
ら
さ
れ
る
。

だ
、
そ
ん
な
場
所
ゆ

え
に
大
気
汚
染
問
題

が
深
刻
だ
。
松
原
橋
を
通
過

す
る
車
は
現
在
１
日　　　
万

台
。
二
酸
化
窒
素
と
浮
遊
粒

子
状
物
質
の
濃
度
調
査
で

は
、
全
国
で
も
３
本
の
指
に

入
る
ほ
ど
状
況
が
厳
し
い
地

点
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
改
善
す
る
べ
く
、
近
年
、

国
な
ど
が
大
気
浄
化
施
設
を

実
験
運
用
し
た
が
、
劇
的
な

効
果
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
エ

コ
意
識
が
高
ま
る
な
か
、
松

原
橋
は
重
い
課
題
を
世
間
に

示
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
松
原
橋
の
名
は

周
辺
の
古
い
地
名
「
松
原
」

に
由
来
し
て
い
る
。
今
で
は

松
の
木
は
見
当
た
ら
な
い

が
、
す
ぐ
そ
ば
を
走
る
東
急

バ
ス
（
大
森
駅
・
蒲
田
駅
ー

荏
原
町
駅
入
口
）
の
停
留
所

に
「
三
本
松
」
の
名
が
残
る
。

近
代
風
景
版
画
の
第
一
人
者

で
晩
年
馬
込
に
移
り
住
ん
だ

ク
リ
ー
ン
な
未
来
へ

ク
リ
ー
ン
な
未
来
へ

川
瀬
巴
水
（
一
八
八
三
〜
一

九
五
七
）
の
作
品
「
馬
込
の

月
」
は
、
こ
の
三
本
松
を
昭

和
初
期
に
描
い
た
も
の
だ
。

松
原
橋
の
西
側
に
並
行
し
て

架
か
る
新
馬
込
橋
に
は
版
画

の
レ
リ
ー
フ
が
埋
め
込
ま
れ
、

松
の
枝
越
し
に
浮
か
ぶ
満
月

と
農
村
時
代
の
馬
込
の
た
た

ず
ま
い
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

　
近
代
日
本
の
産
業
発
展
を
支

え
て
き
た
松
原
橋
も
誕
生
か

ら　　　
年
。
次
の
世
代
に
は
ぜ

ひ
ク
リ
ー
ン
な
環
境
を
残
し
た

い
。
消
え
た
農
村
風
景
か
ら

車
社
会
の
成
熟
を
経
て
、
我
々

は
今
、
そ
ん
な
新
し
い
歴
史

の
入
口
に
立
っ
て
い
る
。　　
■

交
通
の
要
衝
と
し
て

交
通
の
要
衝
と
し
て
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▲現在の松原橋　環七の上にニコク、地下には地下鉄も交差する

▲松原橋の位置　高度経済成長時に立体交差が多くできた

大森には、人のいとなみが土地の記憶（地霊）として残っています。今回は、日

本初のロータリー式立体交差「松原橋」に大森の発展の歴史を見ていきます。

（文・写真＝山田智士　地図＝池田英子）
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